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地方交付税
49億9,258万円

（33.9％）

町債
12億7,530万円

（8.7％）

収入の部
147億　　　

　 1,788万円

町税
12億4,620万円

（8.5％）

繰入金
7億2,644万円（4.9％）

繰越金
6億4,620万円（4.4％）

財産収入
1億9,868万円
（1.4％）

諸収入
8,863万円（0.6％）

その他依存財源
4億9,006万円（3.3％）

国・県支出金
46億7,969万円

（31.8％）

使用料及び
手数料等
1億3,613万円（0.9％）

行政の格差をなくす
ため、国から交付さ
れたお金

町民税、固定資産税など町民
の皆さんから納められた税金

国や県からの
補助金など

使用料、手数料など

町有林等を
売却したお金

前年度から繰
り越したお金

特別会計や基金から繰り入れたお金

国や銀行から
借りたお金

寄付金
2億3,797万円（1.6％）

ふるさと寄付金等を
していただいたお金

地方譲与税、地方消費税、
環境性能交付など

受託事業収入、
雑収入など
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2億9,018万円
災害復旧事業

20億3,266万円
コロナ対策事業

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
10
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
た
。

　

一
般
質
問
で
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
荒
廃
農
地
対
策
・
デ
マ

ン
ド
交
通
対
策
・
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
・
農
地
及
び
環

境
保
全
対
策
な
ど
町
政
全
般
に
わ
た
り
論
戦
を
展
開
し
た
。

　

ま
た
条
例
の
制
定
・
補
正
予
算
・
契
約
な
ど
９
件
、
報
告
４
件
の

議
案
を
審
議
し
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
（
第
５
号
）
は
、
反

対
・
賛
成
討
論
が
あ
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
他
の
議
案
は
全
会
一

致
で
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
８
件
を
13

日
・
14
日
常
任
委
員
会
別
に
集
中
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
は
賛
成

多
数
に
よ
り
認
定
し
、
他
の
会
計
は
全
会
一
致
で
認
定
し
た
。

あさぎりさん家の家計簿 町の財政を身近に感じていただくため、
町の決算を家計に例えてみました。

項　目 説　明 家計（円）

食 費 給料など人件費 40,603

医 療 費 等 医療費・生活保護費な
ど扶助費 48,258

ローン返済 公債費 29,620

家の増改築
家 財 購 入

福祉施設・教育施設・
道路・公園の整備など
の投資的な経費

49,256

光 熱 水 費
日 用 品 等

施設管理の物件費・維
持補修費 37,941

子 ど も へ
の 仕 送 り

特別会計・企業会計へ
の繰出金、補助費等 111,825 ★

貯 金 積立金（基金）等 15,309
※一般会計の決算額を日本人の平均年収 436 万円（国税庁の民

間給与実態調査より）の家計におきかえて、12 カ月で割り、
１カ月分を計算しています。

※千円未満切り捨てのため、合計額は一致しません。

項　目 説　明 家計（円）
給 料 市税や地方交付税など 166,043

パート収入
施設使用料や各種手数料、
寄附金、分担金、負担金、
諸収入

3,270

株、 預 貯
金 の 利 子 財産収入 13,080

前 月 の
剰 余 金 繰越金 15,987

親 か ら の
援 助

国県から交付される使い道
の決められたお金（国県支
出金）

115,540

家 の
増 改 築 の
借 り 入 れ

複数年にわたる大きな施設
整備のために国などから借
りるお金（町債）

31,610

貯 金 の 取
り 崩 し 繰入金 17,803

収入（入ったお金）36万3千円 支出（使ったお金）33万3千円

医療費や施設整備・管理にかかるお金が多いことがわかります。

★新型コロナ対策のため、例年より多く使いました。

第３回
会議

令和３年度



町債（借金） 基金
（貯金）

町債と基金の状況
（一般会計分）

（105億3,627万円）

21億1,372万円
14万1,291円

交付税措置額を除いた
実質町負担額は

町民一人
あたり

97億6,846万円
65万2,971円町民一人

あたり

令和３年３月末人口：１万4,960人

町債

基金

議会費
1億5万円（0.7％）

総務費
35億3,842万円

（26.3％）

民生費
37億8,727万円

（28.1％）

衛生費
8億2,338万円
（6.1％）

教育費
9億8,999万円
（7.3％）

災害復旧費
1億7,420万円（1.3％）

公債費
12億0,333万円

（8.9％）

農林水産費
9億9,344万円
（7.4％）

商工観光費
3億9,023万円
（2.9％）

土木費
10億6,339万円

（7.9％）

消防費
4億1,675万円（3.1％） 支出の部

134億　　　
　 8,045万円

高齢者、障がい者福祉や
保育園、子供医療費助成
などにかかったお金

予防接種や検診、ごみ処
理などにかかったお金

交通・防犯・戸籍・統計
調査・特別定額給付金
などにかかったお金

農業、林業の振興・維持
や災害復旧事業にかかっ
たお金

商工業の振興や新型コロナ感染
症対策補助金などにかかったお金

道路や河川の整備・
維持及び災害復旧に
かかったお金

豪雨災害等の復旧事業に
かかったお金

町債として借りた
お金の返済など

議員報酬、職員の給料など
にかかったお金

上球磨消防署の負担金や消防設
備等に使ったお金

給食や小・中学校、スポーツ施設
の維持管理にかかったお金

一般会計歳出
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134億8,045万円
会計区分 歳　入 歳　出 残　額

一 般 会 計 1,471,788 1,348,045 123,743
国民健康保険
特 別 会 計 217,650 207,413 10,237

後 期 高 齢 者
医療特別会計 21,416 21,105 311

介 護 保 険
特 別 会 計 220,327 208,974 11,353

球 磨 郡 障 害
認 定 審 査
事業特別会計

744 520 224

球 磨 郡
介 護 認 定
審 査 事 業
特 別 会 計

4,042 3,210 832

水 道 事 業
特 別 会 計 60,413 65,783 -5,370 ★

下 水 道 事 業
特 別 会 計 87,154 102,050 -14,896 ★

★ 2 会計は企業会計のため不足する額は、引継ぎ金・当年度分損益勘定
　留保資金等で補填した。

決算の状況　	 単位：万円

決算の内訳

前年度比12.4％増
決 算
令和２年度
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分
限
懲
戒
処
分
に
対
す
る
町
の

指
針
に
つ
い
て
は
、
定
め
て
あ

る
の
か
。
ま
た
、
令
和
２
年
か
ら
令
和

３
年
に
か
け
て
、
そ
う
い
う
事
例
は
。

あ
さ
ぎ
り
町
職
員
懲
戒
処
分
の

指
針
が
、
平
成
18
年
の
12
月
１

日
で
施
行
し
て
お
り
、
指
針
を
作
成
し

て
い
る
。
令
和
２
年
度
の
懲
戒
処
分
の

事
例
案
件
で
は
、
１
件
１
人
の
処
分
者

で
あ
る
。

消
防
団
活
動
の
中
で
、
家
の
耐
震

調
査
の
活
動
内
容
が
異
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
状
況
は
。

消
防
団
、
区
長
会
で
も
、
家
屋
の

耐
震
状
況
の
調
査
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、

現
在
集
計
中
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
交
付
金
事
業
と
い
う
大

き
な
く
く
り
の
中
で
、
交
付
金

等
、
町
の
一
般
財
源
と
の
数
字
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

に
一
般
財
源
も
充
て
た
り
、
全
額
交
付

金
で
措
置
し
て
い
る
部
分
等
も
あ
る
の

で
、
全
体
の
と
り
ま
と
め
と
い
う
の

は
、
事
業
確
定
後
に
行
う
事
に
な
る
か

と
思
っ
て
い
る
。
ま
だ
集
約
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
ふ
る
さ
と
振
興
社
に
委

託
さ
れ
た
と
い
う
が
、
品
物
を
送
れ
ば

い
い
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
学
生
の

生
の
声
が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
２
年
度
は
、
手
紙
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
令
和
３
年
度

は
、
共
通
で
使
っ
て
い
る
ロ
ゴ
フ
ォ
ー

ム
と
い
う
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
が
、
そ
ち

ら
で
対
応
し
て
実
施
し
て
い
る
。

各
種
団
体
補
助
金
等
、
令
和
2
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
で
あ
っ
た
り
、
災

害
等
、
計
画
さ
れ
て
い
た
事
業
等
の
実

施
が
で
き
な
い
面
も
多
々
あ
っ
た
と
思

う
が
、
補
助
金
の
取
り
扱
い
方
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

昨
年
度
に
お
い
て
は
、
年
度
末
近

く
に
な
っ
た
時
、
各
種
団
体
の

予
算
執
行
状
況
等
の
報
告
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
し
、
見
越
額
を
試
算
し
、
そ
の

額
と
、
そ
の
前
年
度
の
繰
越
額
の
差
額

分
、
こ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

行
事
が
中
止
に
な
っ
た
。
そ
の
影
響
額

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
額
を
返
還
し
て

も
ら
う
と
い
う
事
で
決
定
し
た
。

い
わ
ゆ
る
公
営
企
業
に
対
す
る
一

般
会
計
の
繰
り
出
し
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
医
療
と
上

下
水
道
、
交
通
と
優
先
順
位
を
つ
け
る

こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る
か
。

繰
り
出
し
金
は
単
年
度
で
は
な
く

継
続
的
な
も
の
な
の
で
、
経
費
の

見
直
し
な
ど
経
営
改
善
な
ど
で
繰
り
出

し
金
を
減
ら
す
努
力
が
必
要
。
医
療
も

上
下
水
道
も
交
通
も
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
な
の
で
、
財
政
的
に
十

分
検
討
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い
き

た
い
。町

税
の
高
額
滞
納
案
件
や
徴
収
困

難
な
案
件
が
存
在
し
て
い
る
が
、

徴
収
実
績
は
。

県
職
員
の
支
援
を
受
け
、
奥
球
磨

併
任
徴
収
会
議
等
で
情
報
交
換
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
不
納
欠
損
部
分
は
、
軽
自
動
車
税
が

１
万
８
，４
０
０
円
。
法
人
・
町
県
民

税
が
79
万
５
，５
８
０
円
。
固
定
資
産

税
が
２
３
３
万
５
，
４
０
０
円
。

税
務
課
の
不
納
欠
損
額
は
減
少
し

て
い
る
が
、
今
後
ど
う
い
っ
た
解

消
に
臨
む
の
か
。

昨
年
度
は
４
課
か
ら
18
件
移
管
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
５
件
は
完
納

も
し
く
は
納
付
誓
約
書
に
よ
り
担
当
課

に
返
還
し
て
い
る
。
残
り
の
13
件
中
12

件
は
納
付
誓
約
そ
の
他
の
差
し
押
さ
え

を
行
い
徴
収
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
の
収
納
状
況
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
７

月
豪
雨
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
大
き
な

影
響
が
出
て
い
る
。
そ
の
分
析
は
。

農
業
所
得
者
、
営
業
所
得
者
の
納

税
義
務
者
数
は
令
和
元
年
度
に
比

べ
て
増
え
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
１
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
課
税
標

準
額
の
納
税
義
務
者
が
減
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
万
円
以
下
の
課
税
標
準
額

の
納
税
義
務
者
が
20
名
ほ
ど
減
少
し

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
関
係
の
減
免
が
７
３
１
万
３
，

４
０
０
円
、
７
月
豪
雨
の
減
免
は

６
３
８
万
３
，０
０
０
円
で
合
計
１
，

３
６
９
万
６
，４
０
０
円
。

町
税
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
は
ま
だ
ま
だ
収
束

の
兆
し
が
見
え
て
な
い
が
、
令
和
３
年

度
の
見
通
し
と
分
析
は
。

令
和
２
年
度
よ
り
も
、
令
和
３

年
度
の
ほ
う
が
、
各
税
目
に
影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
を
し

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
行
政
区
の
資

源
物
回
収
が
で
き
て
い
な
い
事

で
、
各
家
庭
の
ビ
ー
ル
瓶
や
一
升
瓶
が

非
常
に
多
く
溜
ま
っ
て
い
る
。
リ
サ
イ

ク
ル
時
に
出
し
て
も
良
い
の
か
。

学生に送る町の特産品詰め合わせ

令和２年度決算審議内容の抜粋

総
務
課

企
画
政
策
課

財
政
課

税
務
課

問答問答問

答

答

問答

問問答問答

問答町
民
課

問答問

問答商
工
観
光
課
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回
収
で
き
て
い
な
い
分
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し
て
頂
き

た
い
。環

境
保
全
費
の
ゴ
ミ
処
理
に

つ
い
て
は
国
民
一
人
あ
た
り

１
万
８
，６
９
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
民
一
人
あ
た
り

の
ゴ
ミ
処
理
費
用
は
。

令
和
３
年
度
の
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
負
担
金
は
１
億
１
，

８
４
８
万
３
，０
０
０
円
で
１
キ

ロ
あ
た
り
35
円
68
銭
。
一
人
当

た
り
の
可
燃
ゴ
ミ
の
処
理
単
価

は
７
，４
０
５
円
、
不
燃
ゴ
ミ
は

３
６
９
円
に
な
る
。
可
燃
ゴ
ミ

世
帯
１
万
８
，
５
６
７
円
。

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
令
和
２
年

度
利
用
者
の
推
移
は
前
年
度
と

比
較
し
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

２
年
度
は
４
月
14
日
か
ら
５
月

10
日
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴
う
休
館

を
行
っ
た
た
め
、
利
用
者
数
に
大
き

く
影
響
し
た
。
元
年
度
は
９
万
４
，

３
２
６
名
。
２
年
度
は
８
万
６
，

４
６
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

第
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
12
歳
に
対
す
る
接
種
の
計

画
と
見
込
み
は
。

１
回
目
の
接
種
率
は
85
・

１
％
。
２
回
目
も
同
じ
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
12
歳
に
つ
い

て
は
、
確
定
し
て
い
な
い
が
、
小

規
模
集
団
接
種
、
国
か
ら
の
ワ
ク

チ
ン
配
給
状
況
に
よ
り
計
画
し
て

い
く
。ス

マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業

1
期
生
の
報
告
は
。

運
動
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
事

業
と
健
康
政
策
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
事
業
が
あ
り
、
運
動
教
室
で

は
平
均
5.6
歳
の
若
返
り
が
で
き
て

い
る
。
福
祉
３
課
と
教
育
委
員
会

に
お
け
る
、
各
種
教
室
の
※
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
検
討
と

医
療
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
傾
向
を

Ａ
Ｉ
分
析
し
て
い
る
。

※
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

　
古
い
も
の
を
廃
棄
し
新
し
く
建

設
す
る
こ
と
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ
っ
た

と
思
う
が
、
住
民
検
診
や
が

ん
検
診
の
実
績
は
。

住
民
検
診
、
ド
ッ
ク
型
の

検
診
も
含
め
て
、
元
年
度

と
比
べ
て
受
診
率
は
3.1
％
の
減
少

に
な
っ
て
い
る
。
健
診
セ
ン
タ
ー

コ
ス
モ
の
３
年
度
申
し
込
み
は

１
２
４
名
ほ
ど
増
え
て
い
る
。

南
稜
高
校
林
業
活
動
総
合
支

援
事
業
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
財
源
と
し
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
と
い
う
事
だ
が
、
そ

の
活
動
内
容
、
効
果
は
。

南
稜
高
校
2
年
生
、
総
合

農
業
科
環
境
コ
ー
ス
の
生

徒
を
対
象
と
し
た
林
業
活
動
で
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
か
、
刈
払
い
機

等
、
安
全
技
能
講
習
、
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

大
型
囲
い
罠
の
研
修
を
行
っ
て
い

る
。
高
校
生
が
、
未
来
の
担
い
手

と
し
て
、
地
元
に
少
し
で
も
残
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
貴
重
な
体
験

が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

農
地
集
積
等
、
話
し
合
い
す

る
の
が
一
番
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
で
き
な
い
よ
う
な
状

態
。
ど
う
い
う
対
策
を
と
る
の
か
。

今
後
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

精
度
を
高
め
て
い
く
。
こ
れ

が
一
番
。
担
い
手
に
し
て
も
、
デ
ー

タ
に
し
て
も
、
非
常
に
重
要
と
な

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
な
が
ら
、

中
身
に
し
て
も
実
の
あ
る
も
の
と
し

て
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

農
業
の
経
営
診
断
は
町
と
し

て
は
業
者
の
委
託
料
と
な
っ

て
い
る
が
、
個
々
の
農
家
か
ら
見

た
時
は
実
質
補
助
事
業
と
い
う
見

方
も
あ
る
。

　

予
算
計
上
が
適
切
か
ど
う
か
を

役
場
内
で
議
論
、
検
討
し
た
経
緯

は
あ
る
か
。
委
託
金
と
補
助
金
の

関
係
は
財
政
規
律
の
問
題
で
あ

る
。
監
査
委
員
等
に
も
意
見
を
聞

い
た
の
か
。

課
内
や
各
関
係
課
で
協
議
を

行
い
、
こ
の
事
業
が
個
人
へ

の
補
助
如
何
と
い
う
性
格
の
も
の

で
は
な
い
と
再
確
認
を
し
た
。
町

の
政
策
方
針
と
し
て
は
、
デ
ー
タ

の
収
集
が
目
的
で
あ
り
補
助
金
で

は
な
い
と
考
え
る
。
今
後
は
監
査

委
員
に
も
確
認
を
す
る
な
ど
疑
念

が
出
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
農

業
経
営
の
診
断
を
、
１
，

４
９
０
万
６
，
８
８
０
円
の
事
業

で
行
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
29

名
分
の
報
告
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。年

度
内
に
報
告
を
と
考
え
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

あ
っ
た
り
、
7
月
豪
雨
で
あ
っ
た

り
で
、
最
終
的
に
は
報
告
が
で
き

な
か
っ
た
。

電
動
自
転
車
を
購
入
し
た
と

い
う
事
だ
が
、
こ
れ
は
、
幸

福
駅
に
置
い
て
あ
る
と
い
う
事
で

間
違
い
な
い
か
。
台
数
、
ま
た
そ

の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。コ

ロ
ナ
関
係
の
交
付
金
よ

り
、
9
台
設
置
し
て
い
る
。

幸
福
駅
売
店
に
置
い
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
の
指
定
管
理
の
ほ
う

で
、
委
託
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問答

答生
活
福
祉
課

健
康
推
進
課

農
林
振
興
課

問答問

答問答

問答

問答問答

答問

問答答 商
工
観
光
課

問

南稜高校生による下草刈り

岡留幸福駅売店で貸し出されている
レンタサイクル
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令
和
２
年
度
の
豪
雨
や
災
害

の
た
め
に
町
と
し
て
補
助
支

援
金
を
出
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
積
極
的
な
対
策
事
業

を
行
う
と
こ
ろ
に
対
し
て
の
※
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
的
な
補
助
金
は
予

算
に
入
っ
て
い
た
の
か
。

今
年
度
は
、
令
和
２
年
度
の

経
営
持
続
化
補
助
金
の
第
２

弾
と
し
て
、
法
人
と
個
人
営
業
に

分
け
て
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

国
の
支
援
制
度
も
活
用
し
な
が

ら
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ

る
商
工
業
者
の
支
援
や
希
望
が
あ

れ
ば
、
商
工
会
も
意
見
交
換
会
な

ど
も
開
催
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
あ
り
が
た
商
品
券
の
発

売
と
、
12
月
に
は
影
響
の
多
い
飲

食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
チ
ラ
シ
も
同
封

し
て
生
活
応
援
券
を
配
付
す
る
。

※
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
目
標
達
成
の
た
め
の
奨
励
の
こ
と
。

橋
梁
の
健
全
性
の
診
断
に
お

い
て
、
予
防
保
全
段
階
は
、

課
内
で
、
職
員
で
確
認
す
る
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
の
職
員
に
お
い
て
は
、
現

在
資
格
ま
で
持
っ
て
い
る
者

が
い
な
い
の
で
、
今
後
、
資
格
講

習
等
受
け
て
、
そ
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
職
員
で
対

応
も
可
能
か
と
思
う
。

住
民
協
働
に
よ
る
環
境
整

備
資
材
等
支
給
事
業
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
方
に
よ
る

共
同
作
業
の
材
料
支
給
分
と
業

者
依
頼
は
。

整
備
し
て
い
く
中
で
、
人
力

で
対
応
で
き
る
分
、
機
械
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
部
分
と
あ
る

の
で
、
住
民
の
方
だ
け
で
の
対
応

は
、
現
在
の
状
況
で
は
難
し
い
。

住
民
の
方
が
、
地
域
で
取
り
組
み

や
す
い
よ
う
な
方
向
で
持
っ
て
い

き
た
い
。

下
水
道
予
算
の
中
で
、
平
準

化
債
は
今
後
も
該
当
す
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
全
て
利
用
す

る
。
そ
う
い
う
前
提
で
、
下
水
道

会
計
の
財
政
運
営
も
行
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
方
と
、
理
解
し
て
い

い
の
か
。

今
後
、
人
口
減
少
等
で
、
収

入
も
減
少
し
て
い
く
と
、

そ
う
い
っ
た
中
で
の
償
還
と
な
る

の
で
、
厳
し
い
状
況
が
想
定
さ
れ

る
。
こ
の
平
準
化
債
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
経
営
戦
略
も
策
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
財
政
課
と
も

十
分
協
議
を
し
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

令
和
２
年
度
に
建
設
さ
れ
た

公
民
分
館
の
地
区
は
。
ま

た
、
公
民
分
館
建
設
費
の
１
割
負

担
の
目
途
が
つ
い
て
い
た
地
区
が

あ
っ
た
が
、
止
め
ら
れ
る
の
は
お

か
し
い
。
１
割
負
担
で
つ
く
り
た

い
地
区
に
は
決
め
た
よ
う
に
進
め

る
べ
き
。
公
民
館
は
公
民
館
、
地

区
統
合
は
統
合
で
進
め
て
い
く
べ

き
で
は
。

建
設
さ
れ
た
の
は
、
須
恵
の

寺
池
地
区
１
件
で
あ
る
。
議

会
か
ら
、
区
の
統
合
を
踏
ま
え
た

上
で
公
民
分
館
を
建
設
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、
行
政

区
に
出
向
き
役
員
さ
ん
方
と
協
議

を
し
た
。

丸
池
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
保
護
は

ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
重
点
を

置
い
て
業
務
委
託
し
て
い
る
か
。

令
和
元
年
度
ま
で
は
景
観
整

備
を
主
と
し
て
除
草
作
業

を
行
っ
て
い
た
。
令
和
2
年
5
月

に
県
の
自
然
保
護
課
か
ら
リ
ュ
ウ

キ
ン
カ
保
護
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
、
外
来
種
の
除
去
作
業
と
湿
地

回
復
の
湧
水
な
ど
の
導
入
を
図
っ

て
い
く
。

上
小
学
校
と
岡
原
小
学
校
の

屋
外
運
動
場
の
整
備
事
業

後
、
工
事
検
査
に
お
い
て
試
験
成
績

書
の
項
目
や
現
場
踏
査
は
し
た
の

か
。
ま
た
暗
渠
排
水
の
将
来
に
お
け

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
。

事
前
に
室
内
土
質
試
験
を
実

施
し
、
試
験
結
果
は
最
適
で

あ
っ
た
。
ま
た
暗
渠
排
水
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
特
殊
形
状
の
製
品
を
使
用

し
て
お
り
、
基
本
的
に
メ
ン
テ
ネ
ン

ス
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
運
営
協
議
会
に
は
非
常

に
大
き
な
権
限
が
あ
り
、
学

校
の
経
営
方
針
の
精
査
を
し
承
認
。

ま
た
、
学
校
の
評
価
を
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
長
は
報
告
を
受
け
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
に
は
報
告
を
行
っ
て
い

な
い
。
運
営
委
員
会
は
6
名

か
ら
7
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

今
ま
で
は
、
地
区
の
学
校
運
営
に

関
し
て
の
考
え
を
整
理
し
て
頂
い

て
い
た
が
、
今
後
は
町
全
体
を
見

届
け
た
上
で
、
各
小
中
学
校
の
運

営
と
い
う
視
点
で
協
議
頂
く
。

学
校
適
正
化
審
議
会
で
は
小

学
校
の
統
合
問
題
が
出
て
い

る
と
聞
く
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
意
見

を
真
剣
に
受
け
止
め
て
か
ら
適
正

化
審
議
会
に
い
く
べ
き
で
は
。

町
の
人
口
推
計
、
各
小
学
校

の
児
童
の
推
計
、
そ
し
て
校

舎
の
老
朽
化
等
に
つ
い
て
説
明
を

し
た
。
審
議
員
の
要
望
で
１
校
統

合
し
た
場
合
の
新
築
費
用
に
つ
い

て
の
資
料
を
提
出
し
た
。
次
回
そ

れ
ぞ
れ
の
小
学
校
区
の
意
見
を
持

ち
寄
っ
て
、
９
月
28
日
に
会
議
を

開
く
事
に
な
っ
て
い
る
。

合
併
前
か
ら
の
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
、
才
園
古
墳
の

１
号
墳
か
ら
４
号
墳
ま
で
の
整
備

方
針
と
古
社
寺
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。才

園
古
墳
２
号
古
墳
と
公
園

芝
生
の
除
草
と
清
掃
に
つ
い

て
才
園
古
墳
管
理
組
合
に
業
務
委

託
を
実
施
し
て
い
る
。
古
社
寺
の

保
存
に
つ
い
て
は
、
以
前
熊
大
で

調
査
を
さ
れ
築
地
の
熊
野
神
社
本

殿
及
び
深
田
阿
蘇
神
社
本
殿
の
修

繕
計
画
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
が
発
生
し
補
助
金
支
出

に
至
っ
て
い
な
い
。

問教
育
課

上
下
水
道
課

答問答問

答問答

問答問答問

答問答

答 建
設
課

問

丸池のリュウキンカ

問答

才園古墳 ２号古墳
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1．あさぎり町固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例の制定
　行政手続等における押印見直し（押印の省略）に伴い、関係条例の一部を
改正する必要があるため。

2．あさぎり町林業振興基金条例の一部を改正する条例の制定
　基金への積立に伴い金額が増加となるが、基金条例上の金額（2 億円）と
現実にある現金の額が一致している必要があるため。

3．あさぎり町工場等設置奨励条例の一部を改正する条例の制定
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の成立に伴い、本条例の
一部を改正する必要があるため。

令和3年度第3回会議（議案1件、認定1件）　　　　　※議長は採決に加わりません。

議員名　
　議案・認定

小
　
谷

岩
　
本

難
　
波

加
賀
山

橋
　
本

小
　
出

豊
　
永

山
　
口

永
　
井

皆
　
越

小
見
田

溝
　
口

森
　
岡

議案第19号 令和3年度あさぎり町一般会計補正予算（第
5号）について × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 ×

認定第1号 令和 2年度あさぎり町一般会計歳入歳出決
算の認定について × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 〇 〇 ×

〇：賛成　×：反対

令和３年度第３回会議（議案11件、報告4件、認定6件、発議1件の中から主なものを抜粋）

令和３年度第２回会議（議案2件、報告1件）

議案第13号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について
議案第14号 令和３年度あさぎり町一般会計補正予算 (第 3号 ) について
報告第10号 専決処分した和解及び損害賠償の額を定めることの報告について

令和 3年 8月 11 日開催

議案第1５号 あさぎり町過疎地域持続的発展計画について
議案第２５号 あさぎり町学校給食センター配送車輌の買入れについて
議案第２６号 町道皆越線災害復旧工事 2工区請負契約の締結について
報告第１１号 令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告について
報告第１２号 令和２年度決算に基づく公営企業資金不足比率の報告について
報告第１３号 令和２年度有限会社あさぎり町ふるさと振興社の経営状況の報告について
発議第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

令和 3年 9月 9日開催

全
員
が
賛
成
の
も
の

賛
否
が

分
か
れ
た
も
の
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歳入・歳出それぞれ

131億８，８８１万１千円総
額

２０億２,９３１万８千円を追加し

主なものとして
　　○くま川鉄道経営安定化補助金･･････････････････････････････････････ ２，０８４万２千円
　　○ふるさと寄付対策費（企業版ふるさと寄付金追加見込み１千万円に対する経費として）
　　　　　　　　　　　･･･････････････････････････････････････････････････ ３７６万４千円
　　○生活応援給付金給付事業費（全町民へ５千円の応援券）･･･････････････ ７，９１５万２千円
　　○アーム型草刈り機購入費･････････････････････････････････････････････････ ４００万円
　　○河川改修費 (浚渫箇所の見直しによる増額）･･････････････････････････････ １，５２０万円
　　○財政調整基金（１４億４、７００万円）の取り崩しにより次の各目的基金へ積み立て
　　　　　　　公共施設整備基金積立金･････････････････････････････････････ １億６００万円
　　　　　　　産業活性化基金積立金･･･････････････････････････････････････････････ ３億円
　　　　　　　減債基金積立金･･････････････････････････････････････････ ９億８，４００万円
　　　　　　　学校教育施設整備基金積立金･･････････････････････････････････ ５，７００万円

審議内容の抜粋（一般会計補正予算第３号）

避
難
所
に
防
災
ラ
ジ
オ
は
設
置

さ
れ
て
い
る
か
。
あ
わ
せ
て
本

庁
舎
と
避
難
所
の
連
絡
網
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

避
難
所
を
開
設
し
た
場
合
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
各
避

難
所
へ
準
備
を
し
て
持
っ
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
る
。
避
難
所
と
本

庁
舎
と
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
避

難
所
に
い
る
職
員
か
ら
携
帯
電
話

に
よ
っ
て
本
部
へ
連
絡
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
の
移
し
替
え
を

行
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
条

例
を
適
用
し
、
法
律
は
ど
の
よ
う
な

根
拠
と
な
る
の
か
。
ま
た
そ
の
条
文

の
解
釈
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

あ
さ
ぎ
り
町
財
政
調
整
基
金
条

例
第
６
条
に
基
金
の
処
分
と
い

う
こ
と
で
規
定
が
あ
り
、
基
金
は
地

方
財
政
法
第
４
条
の
４
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、

そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
処
分
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
あ
る
。
こ

の
地
方
財
政
法
第
４
条
の
４
第
３
号

の
「
緊
急
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
た
大
規
模
な
土
木
、
そ
の
他

の
建
設
事
業
の
経
費
、
そ
の
他
必
要

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
生
じ
た

経
費
の
財
源
に
充
て
る
と
き
」
と
い

う
、
こ
の
第
３
号
に
該
当
す
る
も
の

と
解
釈
し
て
い
る
。

　
今
回
の
財
政
調
整
基
金
の
処
分
取

崩
し
に
つ
い
て
の
法
的
根
拠
と
い
う

の
は
、
こ
の
地
方
財
政
法
４
条
の
４

の
第
３
号
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う

こ
と
で
、
予
算
を
計
上
し
た
。

補
正
予
算
で
こ
の
よ
う
な
基
金

の
組
替
え
を
す
る
以
前
に
、
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
な
り
財
政
計
画
、

長
期
展
望
の
５
年
計
画
10
年
計
画
の

プ
ラ
ン
に
、
載
せ
て
お
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

今
年
６
月
の
行
革
プ
ラ
ン
に
伴

い
策
定
し
た
中
期
財
政
計
画
に

つ
い
て
は
、
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て

い
く
の
で
、
今
回
の
補
正
が
可
決
し

た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
反
映

を
さ
せ
て
財
政
計
画
の
見
直
し
、
で

き
れ
ば
３
月
の
当
初
予
算
編
成
と
同

時
期
ぐ
ら
い
に
は
、
お
示
し
を
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

問答

あさぎり町防災ラジオ
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各
年
度
繰
越
分
の
２
分
の
１
を
基
金

に
積
み
立
て
る
こ
と
は
地
方
財
政
法

で
決
ま
っ
て
い
る
が
、
財
政
調
整
基
金
に

積
立
て
な
さ
い
と
は
書
い
て
な
い
。
今
後

は
、
目
的
基
金
に
振
り
分
け
て
積
み
立
て

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
基
金
の
根
拠
法

が
違
う
と
い
う
認
識
を
し
て
い
た

が
、
他
の
自
治
体
で
は
条
例
を
改
正
し
て

他
の
特
定
目
的
基
金
に
積
ん
で
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
も
う
一
度
精
査
し
て
み

た
い
。今

回
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
町
民

に
不
安
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
で
は

い
け
な
い
。

　
財
政
調
整
基
金
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て
お

け
ば
い
い
の
か
を
示
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
安
心
感
を
与
え
な
い
と
、
説
明
の
仕

方
に
よ
っ
て
は
不
安
を
持
た
れ
る
方
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

10
月
末
に
住
民
説
明
会
を
行
う
の

で
、
個
別
計
画
と
あ
わ
せ
て
、
明
確

に
事
業
内
容
が
決
ま
り
経
費
が
積
算
さ
れ

た
の
で
、
そ
の
分
の
予
算
と
し
て
基
金
を

目
的
別
に
積
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ

と
を
説
明
し
た
い
。

全
国
の
人
口
１
万
５
千
人
か
ら
２
万

人
の
自
治
体
で
の
２
０
１
７
年
度
末

基
金
残
高
の
単
純
平
均
額
は
、
合
併
自
治

体
で
57
・
２
億
円
、
非
合
併
自
治
体
で
は

24
・
２
億
円
と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
あ
る
と

お
り
、
全
体
的
な
話
と
し
て
合
併
自
治
体

は
合
併
特
例
措
置
終
了
後
の
財
政
を
不
安

視
し
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。
今
回
の

様
な
、
基
金
を
使
っ
て
減
ら
す
と
い
う
発

想
は
危
険
で
、
も
っ
と
慎
重
な
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
２
０
１
７
年
度
の
基

金
残
高
が
91
億
２
，
８
０
０
万
円
、

そ
の
う
ち
財
政
調
整
基
金
が
55
億
５
，

８
０
０
万
円
と
い
う
こ
と
で
、
示
さ
れ
た

資
料
と
比
較
し
て
も
、
町
の
基
金
残
高
は

高
い
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
個
別
施
設
計

画
等
、
事
業
計
画
が
明
確
に
な
り
事
業
費

が
出
て
き
た
の
で
、
そ
れ
に
見
合
う
も
の

を
減
債
基
金
や
公
共
施
設
整
備
基
金
に
積

ん
で
い
く
。

昨
年
の
６
月
議
会
で
、
「
財
政
調
整

基
金
は
恒
常
的
に
使
っ
て
い
く
も
の

で
は
な
い
。
必
ず
使
っ
た
も
の
は
元
に

戻
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
こ
と
が
必
要

だ
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
財

政
の
運
営
方
針
、
財
調
基
金
に
対
す
る
考

え
方
の
大
き
な
変
更
で
は
な
い
か
。

方
針
の
変
更
で
は
な
い
が
、
事
業
を

行
っ
て
い
く
上
で
、
財
政
運
営
と
い

う
も
の
も
当
然
変
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
は

あ
る
。
中
長
期
的
な
計
画
の
中
で
、
使
っ

た
基
金
は
元
に
戻
し
て
い
く
財
政
運
営
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問答問

答問答

〇
特
定
目
的
基
金
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
や

積
立
額
の
変
動
理
由
を
公
表
・
説
明
を

し
て
理
解
を
得
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

な
こ
と
。

○
問
題
点
は
あ
る
が
今
後
し
っ
か
り
と
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
の
今
後

の
運
営
が
大
変
な
状
況
に
な
る
の
で
補

正
予
算
を
全
て
否
決
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

○
町
民
の
立
場
か
ら
は
、
目
的
に
沿
っ
て

基
金
を
使
う
こ
と
は
非
常
に
わ
か
り
や

す
い
。
目
的
を
明
確
に
し
な
が
ら
進
め

て
ほ
し
い
。

○
７
月
２
日
の
全
協
時
に
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
の
第
４
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
中
で
、
基
金
に
頼
ら
な
い
行
政
運
営

を
目
指
し
、
ま
た
基
金
残
高
の
維
持
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
説
明
を
受
け
た

が
、
そ
の
説
明
か
ら
一
転
し
て
の
今
回

補
正
は
余
り
に
も
急
ぎ
過
ぎ
で
あ
り
説

明
不
足
。

○
18
年
間
に
わ
た
る
努
力
の
結
晶
と
も
言

え
る
財
調
基
金
の
運
用
方
針
の
大
転
換

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
町
長
の
答
弁
と

も
大
き
く
矛
盾
す
る
内
容
の
本
案
を
、

１
度
の
全
協
で
の
説
明
の
み
で
補
正
予

算
提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合
理
的

な
理
由
は
無
い
。

○
財
政
調
整
基
金
の
本
質
は
、
様
々
な
理

由
で
財
源
が
不
足
し
た
時
に
取
り
崩
す

基
金
で
あ
り
、
や
む
な
く
目
的
基
金
に

振
り
替
え
る
な
ら
ば
、
年
度
の
当
初
で

計
画
的
に
行
う
こ
と
が
妥
当
。

○
今
年
度
の
事
業
執
行
に
は
支
障
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
再
考
の
上
で
財
政
計
画

と
の
整
合
性
が
整
っ
た
も
の
を
つ
く
り

上
げ
て
か
ら
、
ま
た
議
会
と
議
論
を
し

て
も
間
に
合
う
。

賛
成
討
論

反
対
討
論

答 問
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①旧須恵・岡原・上庁舎の解体
②旧深田・岡原・須恵中学校及び旧皆越分校の
　解体、譲渡
③畜産センターを上畜産センターへ機能集約
④消防団詰所を一部あたり一施設に集約
⑤公民分館を行政区（認可地縁団体）へ譲渡
⑥上校区公民館（議会棟）の解体
⑦旧東庁舎解体
⑧あさぎり中学校大規模改修

旧須恵・岡原・上庁舎を解体！！
公共施設マネジメント調査特別委員会中間報告

委員長　溝口　峰男　　
　令和２年６月12日に第１回会議を開催。
　委員長に溝口峰男議員、副委員長に永井英治議員が選出された。特別委員会の目的は、平成29
年３月に策定された「公共施設総合管理計画」を具体化した68施設129建築物の「個別施設計
画」を策定するにあたり、老朽化した公共施設の適正な管理運営を行うため、他の公共サービス
に重大な影響を及ぼさないようその計画について調査するものである。
　令和３年９月１日までの14回の会議の中で、上位計画にあたる「公共施設等総合管理計画」の
ほか、「長期財政計画」等との整合性について慎重に審議し、令和２年度から令和８年度までの
７年間を第１期計画期間として位置づけた「公共施設個別施設計画」を策定した。１期期間内で
は、約36億円の事業費が必要となるが、施設を単純更新した場合と比較して、約86億円を削減で
きると推計している。
　１期期間に解体事業が集中するのは、合併特例債という有利な起債の活用期限が令和５年度迄
となっているからである。

注目
合併特例債とは、合併した市町村が事業の財源として借り入れることがで
きる町債のことです。事業費の95％まで借入でき、毎年度返済する元利償
還金の70％が交付税として国から措置されます。

　これまで、一番多くの時間をかけ審議したのは、第２庁舎建設事業計画である。
　前町長時代に「防災拠点施設整備基本構想」を策定し、議場と防災拠点施設を併設した「防災セ
ンター」を建設する方向で、議会も「防災拠点整備調査特別委員会」を設置して調査をしてきた。
　議会構成も変わり特別委員会の名称も変更となったが、継続して調査を続けてきた。今回の計画
の内容は、本庁舎南側駐車場に建設し２階に防災センターと議場・会議室、１階に福祉センターに
配置されている５課（委員会）を移転するものである。
（１）第２庁舎建設の実施設計を行うにあたり議会と町民の理解と協力が得られるように努めること。
（２）公共施設個別施設計画が策定され第１期の事業計画及びそれに伴う財政計画も示された。

個々の事業が実行され将来に負担を残さないよう最善の努力をされること。
（３）適時、公共施設個別施設計画も見直すことになるが、上位計画の公共施設等総合管理計画及

び行財政改革プラン（行財政改革）との整合性を図り町民に不安を与えることのなきよう努
めること。

（４）５つの小学校は耐震化が図られているものの老朽化、劣化が進んでおり今後、長寿命化改修
等が必要となる。将来の児童数の予測を踏まえて、適正規模と配置の適正化を総合的に検討し
なければならないが、地域住民や保護者の意見を最大限尊重した計画となるようにすること。

委員会の意見
※ 　　　　部分の詳細はページ下部に記載。

「公共施設個別施設計画」の主な内容

旧須恵庁舎

旧上庁舎

旧岡原庁舎
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令和３年度　町村議会正副議長研修会報告
副議長　森岡　　勉　　

　８月に、オンライン形式により研修に参加した。今回の研修は、「SDGs」について「国連が持
続可能開発目標を17の目標になるもの」をズームで受けた。
　日本のSDGsは政府が実施主体となり、平成30年に実施方針を決定した。
　コミットする動機・意義を政府・企業・市民社会・地方自治体にも求め、自治体は地方の魅力
や、強みのアピール・地域社会の発展を位置づけた。
　日本の達成度は世界ランキング18位に位置し、17の目
標の中で低評価が目標5あり、高評価が2目標ある。
　先進事例として、下川町の持続可能な地域社会の取組み
や、上士幌町の循環型社会の構築の取組みがSDGsを原動
力とした地方創生、経済と環境の好循環が生まれた。
　私達も、感染症対策と次なる危機に備え、一人ひとりの
可能性の発揮と、絆の強化を通じた行動の重要性を再確認
をした。

オンライン画面での進藤技術事務所所長・
工学博士である講師の進藤勇治氏

議会運営委員長　小出　高明　　

　令和３年７月20日（火）、菊池郡大津町文化センターにおいて、「コロナ禍での自治体防災
マネジメントと議員の役割」と題して研修会が開催された。講師に、地域防災、特に自治体の防
災対策を研究・実践している跡見学園女子大学教授　鍵谷一氏を招き、①コロナ禍での新しい避
難と生活様式。②災害時の議会・議員の役割。③議会のサイレントタイムと再会。という東日本
大震災等を例に主な３つの柱を中心に話をされた。その中で、災害対策本部が応急対策を実施中
は、議員活動を中止。執行機関が説明を物理的に可能になる時期以降に再開すべき等、これから

の防災は課題解決、損失を減らす防災から、価値創
造型の防災へ。日常から人間関係、近所関係を良好
にし、排除される人がいない魅力ある地域を作る事
が、災害や危機にも強くなると言われた。また災害
時の議会において、議員がするべき事、してはなら
ない事等、議員心得を含めた議会防災対策会議設置
要綱の必要性を感じた研修でした。

令和３年度町村議会常任委員長・
議会運営委員長研修会報告
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各
地
域
に
活
性
化
交
付

金
の
活
用
を
実
施
し
有

効
活
用
の
た
め
に
行
政
支
援

員
の
配
置
を
し
て
い
る
が
現

状
と
課
題
は
。
活
性
化
交
付

金
事
業
の
趣
旨
説
明
を
。

地
域
活
性
化
交
付
金

は
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
に
当
た
っ
て
、
健

康
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
、
基
本
と
な
る
集

落
の
絆
を
深
め
、
集
落
機
能

の
強
化
を
図
り
、
区
が
取
り

組
む
活
性
化
策
に
対
し
て
交

付
金
を
交
付
す
る
事
業
。

あ
さ
ぎ
り
町
地
域
活

性
化
交
付
金
事
業
の

要
綱
の
中
に
、
各
区
に
あ
さ

ぎ
り
町
行
政
支
援
員
と
し
て

職
員
を
配
置
す
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
職

員
を
選
考
し
、
配
置
し
て
い

る
の
か
。各

地
区
ご
と
に
、
２

名
か
ら
３
名
の
職
員

を
配
置
し
て
い
る
。
な
る
べ

く
地
元
地
区
の
職
員
が
い
れ

ば
そ
の
職
員
を
充
て
る
。
同

じ
校
区
内
全
て
地
元
の
職
員

が
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
業
務
は
、
あ
さ
ぎ
り

町
地
域
活
性
化
交
付
金
要
綱

に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

地
区
出
身
者
が
い
る

所
は
地
区
出
身
の
人

た
ち
が
支
援
員
と
な
っ
て
い

る
。
い
な
い
と
こ
ろ
は
配
置

さ
れ
る
支
援
員
は
地
区
に
入

り
込
む
よ
う
な
努
力
が
必
要

で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
関
し

て
問
題
点
等
は
な
い
の
か
。

こ
の
事
業
は
平
成
29
年

度
か
ら
の
事
業
で
今
年

が
も
う
５
年
目
。
申
請
に
よ

り
令
和
５
年
度
ま
で
延
長
で

き
る
。
近
頃
は
こ
の
事
業
に

関
し
て
地
域
の
中
に
入
っ
て

行
う
事
案
は
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
事
業
に
活

用
さ
れ
て
い
る
か
。

ハ
ー
ド
事
業
は
交
付

金
の
７
割
以
内
、
ソ

フ
ト
事
業
に
つ
い
て
各
地
区

で
行
わ
れ
て
る
サ
ロ
ン
事

業
、
地
区
の
交
流
会
等
に
使

わ
れ
て
い
る
。

事
業
の
中
で
、
例
え
ば

地
域
の
伝
統
芸
能
に
使

う
等
の
実
例
は
な
い
の
か
。

全
て
実
績
報
告
は
総

務
課
に
く
る
。
あ
る

程
度
ソ
フ
ト
事
業
等
で
使
わ

れ
て
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
と

は
思
っ
て
い
る
。

補
助
金
交
付
の
み

行
っ
て
い
る
。

活
性
化
交
付
金
が
終

わ
っ
て
も
地
区
支
援
の

継
続
は
必
要
だ
と
思
う
が
。

地
域
支
援
員
と
い
う

の
は
継
続
し
て
い
き

た
い
。活

性
化
交
付
金
事
業
の

た
め
に
各
地
区
の
支
援

員
の
設
置
を
さ
れ
た
が
、
引
き

続
き
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
ご

近
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
自
主
防

災
組
織
等
で
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
。

事
業
を
地
区
で
計
画
さ

れ
る
時
に
、
職
員
が
中

に
入
っ
て
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
は
非
常
に
有
効
な
こ
と

で
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

行
政
と
地
区
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
地
区
支

援
員
を
配
置
し
た
こ
と
が

今
回
の
事
業
の
１
番
の
共

通
し
た
成
果
だ
と
思
う
。

地
区
の
活
性
化
は
職
員

が
、
な
お
一
層
地
域
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

１
番
だ
と
思
う
が
。

活
性
化
交
付
金
及
び

行
政
支
援
員
の
派
遣

事
業
は
平
成
29
年
度
か
ら
始

ま
り
も
う
数
年
経
っ
て
い
る

の
で
今
後
、
支
援
員
の
在
り

方
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一般質問８人が登壇 議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

※一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま記載とします。

問

問

地
域
活
性
化
の
為
に

地
域
支
援
員
の
役
割
は

地域支援員の説明の様子
橋
は し も と

本　誠
まこと

 議員

自主防災訓練後の炊き出し風景

総
務

課
長問

総
務

課
長

総
務

課
長問

総
務

課
長問総

務
課
長

教
育

長問町
長問総

務
課
長

問町
長
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一般質問８人が登壇

ま
さ
か
安
全
な
は
ず
の

通
学
路
で
の
事
故
、

千
葉
県
の
八
街
市
で
下
校
中

の
子
供
た
ち
が
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
５
人
が
死
傷
し
た
。

事
故
が
起
き
た
２
日
後
、
総

理
大
臣
は
関
係
閣
僚
に
「
悲

し
く
痛
ま
し
い
事
故
が
二
度

と
起
き
な
い
よ
う
、
通
学
路

の
総
点
検
を
改
め
て
行
い
、

緊
急
対
策
を
拡
充
強
化
し
、

速
や
か
に
実
行
に
移
し
て
い

く
」
。
事
故
を
受
け
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
全
国
の

通
学
路
の
点
検
、
ま
ず
町
と

し
て
の
対
応
を
伺
う
。

例
年
本
町
で
は
通
学

路
安
全
対
策
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
県
の
指
導
に
よ
り
、

10
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回

９
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
よ

う
に
通
達
が
き
て
い
る
の

で
、
球
磨
地
域
振
興
局
の
土

木
部
、
多
良
木
警
察
署
、
小

中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
各

小
中
学
校
の
担
当
教
諭
、
総

務
課
、
建
設
課
、
教
育
課
に

よ
り
、
８
月
17
、
18
、
24
日

の
３
日
間
で
通
学
路
の
安
全

確
保
に
向
け
た
点
検
を
行
っ

た
。
10
月
に
は
通
学
路
安
全

推
進
会
議
を
開
催
し
、
危
険

箇
所
の
対
策
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
を
行
う
。

町
民
へ
の
啓
発
周
知
と

い
う
こ
と
で
、
交
通

安
全
に
対
す
る
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
は

現
在
の
と
こ
ろ
町
挙

げ
て
の
取
り
組
み
は
実
施
し

て
い
な
い
が
、
学
校
・
教
育

委
員
会
と
も
今
後
検
討
し
て

い
く
。静

岡
市
職
員
が
謝
罪

代
行
利
用
と
い
う
こ

と
で
、
市
民
か
ら
の
要
望
を

受
け
て
い
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
設
置
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
を
市
民
に
説
明
す
る
際

に
、
謝
罪
代
行
業
者
を
雇
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
懲

戒
処
分
に
し
た
と
い
う
記
事

を
目
に
し
た
が
。

町
民
に
対
し
て
謝
罪

す
べ
き
よ
う
な
事
件

が
起
き
た
場
合
は
、
ま
ず
本

人
か
ら
事
情
を
聴
き
、
担
当

課
長
本
人
か
ら
事
情
説
明
に

行
き
、
町
長
と
し
て
も
謝
罪

す
べ
き
こ
と
は
出
向
い
て
行

き
、
業
者
に
任
せ
る
と
い
う

の
は
と
ん
で
も
な
い
話
だ
と

思
う
。交

通
安
全
に
対
す
る

課
題
は
。

国
道
県
道
に
つ
い
て

は
県
に
要
望
し
な
が

ら
予
算
を
つ
け
て
い
た
だ
き

歩
道
整
備
を
し
て
い
く
。
町

道
に
対
し
て
は
歩
道
が
で
き

な
い
も
の
は
カ
ラ
ー
舗
装
だ

と
か
早
め
に
巡
回
し
除
草
作

業
を
し
て
い
く
。
老
人
会
で

見
守
り
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
後
継
者
が
い
な
い
と

い
う
課
題
も
あ
る
。

老
人
会
で
下
校
時
の

見
守
り
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
事
故
発
生

時
刻
も
専
門
家
に
よ
る
と
、

午
後
３
時
過
ぎ
が
多
い
と
い

う
よ
う
な
デ
ー
タ
も
出
て
い

る
。
下
校
時
の
見
守
り
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
教
育
委

員
会
の
考
え
は
。

低
学
年
時
で
は
下
校

時
に
担
任
の
先
生
方

が
見
守
る
と
い
う
活
動
も
さ

れ
て
い
る
。
青
パ
ト
に
よ
る

巡
回
も
各
地
区
年
間
30
回
巡

回
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問

町
長

問

町
長

カラー舗装を望む通学路

皆
み な ご し

越　てる子
こ

 議員

通学路の安心安全対策は

教
育

課
長

総
務

課
長問

問

問教
育

課
長
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農
業
委
員
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
は

平
成
30
年
度
に
議
会

運
営
の
効
率
化
、

業
務
の
効
率
化
の
た
め
に

６
５
６
万
円
の
予
算
を
組
み

議
会
議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
が
行
わ
れ
た
が
経

費
等
の
削
減
を
含
め
効
果
は

出
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

上
に
お
い
て
は
、
農
業
委
員

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

を
す
る
こ
と
で
広
範
囲
に
わ

た
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効

率
化
や
事
務
の
効
率
化
、
経

費
の
削
減
ま
た
情
報
の
共
有

な
ど
、
導
入
効
果
は
大
き
い

と
考
え
る
が
。

農
業
委
員
の
皆
様
に
も

デ
ジ
タ
ル
化
を
有
効
に

使
っ
て
町
の
活
性
化
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
委
員
は
26
名
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
っ
て

農
地
利
用
調
査
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
等
、
現
地
で
地
図
情

報
の
確
認
や
現
地
の
写
真
を

撮
り
相
談
等
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
等
の
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
熊
本
県
の
無
償

貸
与
も
あ
る
の
で
導
入
に
向

け
て
考
え
て
い
き
た
い
。

町
内
に
は
再
生
利
用
が

困
難
と
見
込
ま
れ
る
荒

廃
農
地
が
６
万
２
２
９
６
㎡

あ
る
。
熊
本
県
も
推
進
し
て

い
る
「
セ
ン
ダ
ン
」
を
植
栽

し
森
林
化
す
る
こ
と
で
生
き

た
農
地
と
な
る
。
「
セ
ン
ダ

ン
」
は
、
短
期
間
で
伐
採
で

き
材
価
も
杉
・
ヒ
ノ
キ
の
倍

も
す
る
。
山
間
部
で
あ
る
皆

越
地
区
を
モ
デ
ル
に
実
証
実

験
が
で
き
な
い
か
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
で
、
企
業
か
ら
地

域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
て
い
る
の
で
、
荒
廃

農
地
に
「
セ
ン
ダ
ン
」
を
植

え
手
入
れ
も
企
業
等
に
面
倒

を
見
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、

皆
越
地
区
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
等
も
で
き
る
プ
ラ
ン
を
企

業
に
提
案
で
き
る
よ
う
検
討

し
た
い
。「

ク
ヌ
ギ
」
も
８
～

10
年
ほ
ど
で
伐
採
し

「
お
茶
炭
」
に
し
て
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
荒
廃
農
地
に

「
ク
ヌ
ギ
」
「
セ
ン
ダ
ン
」

を
植
え
る
こ
と
で
一
石
二

鳥
、
三
鳥
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
。ク

ヌ
ギ
の
木
炭
は
、
山

奥
で
な
く
農
地
が
最
適

で
利
用
価
値
が
高
い
。
皆
越

地
区
の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り

説
明
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

問

問

問

町
長

溝
み ぞ ぐ ち

口　峰
み ね お

男 議員

荒
廃
農
地
に
「
セ
ン
ダ

ン
」
の
植
栽
は

農
業

委
員
会

事
務

局
長

町
長

町
長

甲佐町19年生のセンダン

タブレットを使用している
下妻市農業委員
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町の環境保全は

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
開
発
の
名
の
も
と

に
自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
て
い

る
事
実
が
発
生
し
て
い
る
。

　

環
境
破
壊
の
ス
ト
ッ
プ

は
、
今
地
球
規
模
で
の
時
代

要
請
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
、
人
権
理
念
は
環
境
権

と
い
わ
れ
、
環
境
国
家
と
し

て
の
行
政
の
基
本
理
念
は
、

環
境
管
理
行
政
に
な
っ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

平
成
５
年
に
環
境
基
本
法

が
制
定
し
、
地
方
自
治
体
に

も
、
国
の
施
策
に
準
じ
た
環

境
保
全
の
た
め
に
、
必
要
な

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
環
境
保
全

は
、
一
自
治
体
が
実
施
し
て

も
効
果
が
挙
が
る
の
か
と
疑

問
と
、
問
題
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
誰
か
が
、
ど
こ

か
ら
で
も
始
め
る
べ
き
問
題

で
あ
る
。

　

町
民
の
意
識
を
高
め
、
町

と
し
て
取
り
組
む
姿
勢
を
明

確
に
す
る
こ
と
は
重
要
と
考

る
が
。有

史
以
来
の
自
然
開
発

が
地
球
温
暖
化
に
つ
な

が
り
、
災
害
が
多
発
し
環
境

問
題
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

現
在
は
県
と
連
携
し
、
町
民

の
不
安
を
取
り
除
く
努
力
を

し
て
い
る
。

深
田
地
区
に
進
出
し

た
、
産
業
廃
棄
物
置
き

場
に
し
た
０
産
業
は
町
の
環

境
美
化
条
例
の
責
務
を
負
う

の
か
。町

民
の
健
康
や
、
安
全

か
つ
快
適
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
目
的
が
あ
り
、

責
務
を
有
し
、
違
反
し
た
場

合
に
は
、
町
は
処
理
を
勧
告

で
き
る
。あ

さ
ぎ
り
町
内
で
今
回

の
長
雨
に
よ
る
危
険
個

所
・
盛
土
の
有
無
や
安
全
の

点
検
を
実
施
し
た
の
か
。

令
和
２
年
度
の
調
査
で

一
か
所
あ
り
、
経
過
観

察
中
で
あ
る
。

一
社
、
法
人
企
業
に
よ

る
土
砂
等
を
受
け
入
れ

て
い
る
場
所
を
一
か
所
確
認

し
て
い
る
。

環
境
問
題
は
、
公
共
事

業
も
含
め
災
害
と
共
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
全
国
の
市
町
村
１
，
７
２
４

の
う
ち
、
総
合
的
環
境
保
全
条

例
が
４
４
２
市
町
村
で
あ
る
。

今
後
は
、
町
の
総
合
計
画
の

中
に
位
置
づ
け
、
地
域
・
集

落
・
家
族
を
保
護
す
る
た
め

に
環
境
保
全
条
例
の
制
定
を

実
作
す
べ
き
で
あ
る
。

環
境
条
例
等
の
制
定

に
む
け
、
県
と
も
連

携
し
町
民
の
不
安
の
払
拭
に

努
め
る
。

問

問

問

町
長

森も
り
お
か岡　

勉つ
と
む 

議
員

豊
か
な
自
然
と
生
活
環

境
を
守
っ
て
い
く
こ

と
は
、
我
々
ば
か
り
で
な
く

子
々
孫
々
の
た
め
に
も
重
要

町
民

課
長問

建
設

課
長

農
林

振
興

課
長

町
長

総合的な環境条例
制定市町村数

公害防止条例
制定市町村数

自然環境保全条例
制定市町村数

442 641 317

市町村の環境保全関連条例制定状況（平成12年3月31日現在）

廃土された現場
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令
和
元
年
10
月
か
ら
開

始
さ
れ
た
デ
マ
ン
ド

交
通
事
業
が
２
年
目
を
迎
え

る
。
事
業
開
始
か
ら
現
在
ま

で
の
利
用
者
登
録
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

令
和
３
年
７
月
ま
で
の

累
計
は
７
８
７
人
で
10

代
か
ら
90
代
ま
で
幅
広
く
登

録
さ
れ
て
い
る
。
80
代
の
登

録
が
最
も
多
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
は
31

カ
所
の
指
定
乗
降
場

が
設
け
て
あ
る
が
、
場
所
に

よ
っ
て
は
こ
の
１
年
で
２
回

し
か
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
所

も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
乗
降

場
は
今
後
も
留
め
置
く
つ
も

デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
の
検
証
は

り
か
。
ま
た
土
日
祝
日
の
運

行
に
つ
い
て
方
針
転
換
は
。

実
績
と
し
て
は
、
生
活

上
必
要
な
場
所
へ
の

移
動
で
あ
さ
ぎ
り
駅
や
ス
ー

パ
ー
、
医
療
関
係
、
金
融
機

関
が
多
い
。
利
用
の
少
な
い

乗
降
場
に
つ
い
て
は
今
後
協

議
を
重
ね
て
見
直
し
も
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
休
日
運
行
の
変
更
は
考

え
て
い
な
い
。

念
願
の
公
立
病
院
が
乗

降
場
に
追
加
さ
れ
た
が

岡
原
と
須
恵
の
２
地
区
の
み

で
あ
る
。
地
域
公
共
交
通
会

議
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
有
益
性
と

利
用
促
進
の
た
め
に
残
り
３

地
区
の
登
録
者
ま
で
利
用
を

広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
回
の
２
地
区
は
産
交

バ
ス
と
く
ま
川
鉄
道
の

ど
ち
ら
も
走
ら
な
い
交
通
利

便
性
の
低
い
地
域
で
あ
る
事

か
ら
、
特
別
に
変
更
が
認
め

ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か

し
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

法
律
も
改
正
さ
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
人
吉
球
磨
地
域
で

令
和
４
年
度
か
ら
８
年
度
ま

で
の
新
た
な
公
共
交
通
５
カ

年
計
画
を
策
定
中
な
の
で
、

そ
の
状
況
を
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

昨
年
か
ら
の
水
害
や
流

行
病
の
中
に
も
関
わ

ら
ず
各
校
区
に
お
い
て
様
々

な
取
り
組
み
が
為
さ
れ
、
岡

原
校
区
は
幸
野
溝
土
地
改
良

区
の
協
力
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ

た
地
域
学
習
を
行
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
リ
モ
ー
ト
の
自
然

学
習
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
行
き

渡
っ
て
い
る
他
の
校
区
で
も

可
能
で
は
な
い
か
。

現
在
、
岡
原
校
区
以
外

で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活

用
は
で
き
て
い
る
。

今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

を
推
進
し
て
い
く
上
で

児
童
生
徒
の
各
家
庭
で
使
用
す

る
ネ
ッ
ト
環
境
の
課
題
は
。

ワ
イ
フ
ァ
イ
接
続
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
２
４
０
世
帯
に
ネ
ッ
ト
環

境
が
な
い
。
９
月
に
全
家
庭

（
岡
原
小
）
に
接
続
の
実
験

を
し
た
後
に
次
の
活
用
を
検

討
す
る
。タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
全

自
治
体
の
97
・
６
％

に
行
き
渡
り
ネ
ッ
ト
環
境
は

86
・
２
％
が
準
備
完
了
し
て

い
る
。
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
充
実
と
有
益
化
の
た
め
に

も
、
町
に
は
災
害
時
も
復
旧

の
早
い
強
靱
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
が
必
要
で
あ
り
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
具
体
的
な
計
画
も

早
期
に
策
定
す
べ
き
で
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
分
散

登
校
や
短
縮
授
業
に
対

応
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

早
期
構
築
は
教
育
委
員
会
に

し
っ
か
り
と
お
願
い
し
て
い

く
。
町
と
し
て
は
デ
ジ
タ
ル

社
会
推
進
交
付
金
の
活
用
、

民
間
協
議
会
の
立
ち
上
げ
、

国
の
制
度
や
Ｉ
Ｔ
関
係
業
者

な
ど
い
ろ
ん
な
力
を
借
り
な

が
ら
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
総
力
を
上
げ
て
い
く
。

問

問 地
域
学
校
協
働
活
動
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は

難
な ん ば

波　文
あ や み

美 議員

問生
活

福
祉

課
長問

生
活

福
祉

課
長

企
画

財
政

課
長

問教
育

課
長

教
育

課
長問

町
長

好評の『ほのぼの号』

地域学校協働活動によって『ＩＣＴでつながる地域学習』
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気
候
変
動
に
よ
る
異

常
気
象
と
激
甚
災
害

は
、
世
界
中
の
人
々
の
生
活

と
食
糧
生
産
を
脅
か
し
て

い
る
。
日
本
も
昨
年
10
月
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

２
０
５
０
年
ま
で
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
脱
炭
素
社
会
を
目
指

す
宣
言
を
し
て
い
る
。
令

和
３
年
６
月
14
日
現
在
、
40

都
道
府
県
、
３
６
８
市
区
町

村
も
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭

素
排
出
実
質
ゼ
ロ
表
明
を
行

い
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
潮
流
を
受

け
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
基
幹
産

業
で
も
あ
る
農
業
も
、
食
糧

生
産
だ
け
で
な
く
、
持
続
可

能
な
社
会
基
盤
と
な
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
素
材

を
供
給
す
る
産
業
に
生
ま
れ

変
わ
る
可
能
性
は
多
い
に
秘

め
て
お
る
も
の
と
思
う
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
は
未
だ
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
宣

言
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

宣
言
自
体
に
は
国
か
ら
の
支

援
策
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

我
町
と
し
て
も
そ
れ
ら
を
活

用
し
て
町
に
お
け
る
温
室
ガ

ス
の
大
幅
削
減
と
、
地
域
経

済
循
環
を
目
指
す
べ
き
と
思

う
が
。昨

年
の
秋
か
ら
脱
炭
素

社
会
と
い
う
言
葉
が

出
て
き
て
、
急
激
に
そ
の
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
２
０
５
０

年
ま
で
に
は
、
あ
さ
ぎ
り
町

も
脱
炭
素
を
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
取

り
組
み
も
今
後
計
画
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら

の
国
の
支
援
制
を
受
け
る
た

め
に
は
、
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
の
宣
言
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
令
和
４
年

度
に
宣
言
で
き
る
よ
う
今
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。脱

炭
素
社
会
に
向
け

「
緑
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
が
農
林
水
産
省
か
ら

公
表
さ
れ
た
。
農
業
か
ら
排

出
さ
れ
る
温
室
ガ
ス
の
削
減

に
向
け
、
様
々
な
課
題
が
あ

る
。
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
に

も
農
業
の
担
い
手
の
確
保
は

必
須
で
あ
る
が
、
現
在
の
農

業
者
の
年
齢
構
成
か
ら
推
察

す
る
に
、
お
ぼ
つ
か
な
い
現

状
に
あ
る
。
将
来
へ
の
対
応

策
は
。「

緑
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
で
は
化
学
肥
料

の
使
用
料
の
半
減
と
か
、
有

機
農
業
の
面
積
の
拡
大
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
普
及
の
加
速

な
ど
技
術
開
発
や
助
成
の
措

置
、
ま
た
は
税
制
の
優
遇
も

検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

担
い
手
の
確
保
、
労
働
力
の

不
足
の
解
消
に
向
け
て
は
、

人
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
の

向
上
や
集
落
営
農
組
織
組
合

の
意
向
調
査
を
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
連
携
協
力
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

里
道
等
で
補
修
等
が
遅

れ
が
ち
の
道
路
を
住
民

協
働
で
修
繕
す
る
「
道
守
」

等
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

農
業
・
農
村
を
維
持

す
る
た
め
に
は
自
助

共
助
公
助
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
は
町
が

考
え
て
い
か
ね
ば
と
思
っ
て

い
る
。百

太
郎
溝
に
か
か
る
橋

71
橋
の
う
ち
31
橋
が
町

の
管
理
下
に
な
く
点
検
も
さ

れ
ず
老
朽
化
が
す
す
ん
で
い

る
。
安
全
対
策
は
。

里
道
に
接
続
す
る
橋

梁
に
つ
い
て
は
町
で

管
理
が
必
要
と
考
え
る
。
個

人
橋
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す

る
個
人
の
方
、
あ
る
い
は
土

地
改
良
区
と
協
議
し
て
進
め

た
い
。

農
林

振
興

課
長問

町
長

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

町
の
取
り
組
み
は

問

温室効果ガス排出量０を目指して

問

小こ

み

た

見
田　

和か
ず
ゆ
き行 

議
員

町
長

利
用
頻
度
の
低
い
社
会
イ

ン
フ
ラ
（
道
路
・
橋
梁
）

の
維
持
管
理
は

問建
設

課
長

 

こ
の
橋
は

町
の
管
理
で
は

あ
り
ま
せ
ん
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今
年
も
高
齢
者
等
避
難

が
発
令
さ
れ
た
。
命

を
守
る
為
の
避
難
で
は
あ
る

が
、
高
齢
者
や
生
活
弱
者
、

病
気
療
養
の
方
々
が
一
般
避

難
所
で
は
過
ご
し
づ
ら
い
現

状
が
見
え
て
き
た
。
今
後
専

門
性
の
あ
る
福
祉
避
難
所
の

存
在
が
重
要
だ
と
思
う
が
。

福
祉
避
難
所
を
ど
う
開

設
し
て
運
営
す
る
の

か
、
国
か
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
一
切
来
て
い
な
い
。
今
、

橋
本
危
機
管
理
監
と
担
当
の

福
祉
関
係
３
課
と
で
町
内
福

祉
施
設
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

今
後
の
体
制
づ
く
り

は
。

先
ず
は
風
水
害
に
対
す

る
災
害
の
備
え
（
避

難
行
動
）
今
後
は
地
震
・
災

害
・
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
対

応
、
そ
し
て
要
支
援
の
方
々

の
避
難
な
ど
一
緒
に
考
え
な

が
ら
そ
の
地
区
に
あ
っ
た
や

り
方
を
構
築
し
て
い
く
。

少
子
化
が
進
む
中
で
教

育
の
在
り
方
は
重
要
な

課
題
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の

充
実
は
。

学
校
教
育
と
地
域
社
会

み
ん
な
で
子
ど
も
を
育

て
る
そ
の
感
覚
が
1
番
必
要

だ
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

生
活
困
窮
の
問
題
も
あ
り
、

自
分
の
進
み
た
い
道
に
進
め

な
い
と
か
専
門
的
な
勉
強
を

し
た
く
て
も
そ
の
学
校
に
行

け
な
い
等
の
子
ど
も
達
が
出

な
い
よ
う
に
、
ま
た
教
育
格

差
が
出
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
と
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

町
長
の
施
政
方
針
の
中

に
も
過
疎
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
学
校
教
育
の
展

開
、
複
式
学
級
や
学
校
の
統

廃
合
に
つ
い
て
学
校
規
模
等

適
正
化
審
議
会
を
設
置
す
る

と
あ
っ
た
が
、
今
後
の
小
学

校
に
つ
い
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。中

学
校
の
場
合
は
最
初

か
ら
統
合
の
意
見
で
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
小
学
校

に
つ
い
て
は
全
く
白
紙
の
状

態
。
9
月
28
日
の
審
議
会
で

各
校
か
ら
の
意
見
を
集
約
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

例
え
ば
島
根
県
海
士
町

の
教
育
・
人
間
力
の
育

成
の
背
景
に
は
人
材
を
増
や

す
明
確
な
目
標
が
あ
っ
た
。

本
町
も
合
併
特
例
債
の
終
了

を
間
近
に
控
え
今
こ
そ
動
く

時
で
は
。海

士
町
は
色
々
な
条
件

の
中
で
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
て
取
り
組
ん
だ

ひ
と
つ
の
成
功
事
例
。
本
町

な
り
に
今
の
環
境
に
沿
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

町
長
や
町
（
行
政
）
と
し
て

地
区
を
守
り
維
持
し
て
い
く

想
い
を
子
ど
も
達
に
伝
え
る

関
わ
り
も
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

町
長

避
難
所
運
営
の
今
後
の
展
開
は

こ
れ
か
ら
の
地
域
の

学
校
の
在
り
方
は

問
加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員

町
長

町
長

町
長問

教
育

長

協力してダンボールベッドを組み立てる避難者

教育に関するふるさと寄付金の活用状況

充当総額１億円
教育に関する充当額3,959万円（39.5%）

○親子の笑顔が溢れ、子どもが明るい未来に
　はばたく未来づくり
　　・小学校教科書改訂に伴う
　　　書籍購入費････････････････ 1,270 万円
　　・学校 ICT機器リース料
　　　　　　　　････････････････ 1,173 万円
　　・小中学校遊具更新	����������� 500 万円
　　・子ども育成奨励支援金
　　　176,000 円（近年は 90〜 100万円）
○地域のオンリーワンが好き、人がふれあう
　まちづくり
　　・奥球磨駅伝大会････････････188,000 円
○その他指定なし
　　・小中学校の植木剪定、伐採
　　　　　　　　	����������������� 554 万円
　　・中学校プロムナード舗装工事
　　　　　　　　	����������������� 451 万円
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農業支援センターの
草払い機の稼働の現状は

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

ア
ー
ム
型
草
払
い
機
・
バ
ッ

ク
ホ
ー
型
草
払
い
機
・
ラ
ジ

コ
ン
型
草
払
い
機
の
3
機
種

を
保
有
し
て
あ
る
が
、
稼
働

の
現
状
は
。

現
在
、
多
目
的
機
能
支

払
い
交
付
金
事
業
の

14
集
落
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
の
17
集
落
全
て

と
、
個
人
１
４
１
件
が
利
用

さ
れ
、
中
で
も
ア
ー
ム
型
の

希
望
が
非
常
に
多
い
。
今
後

バ
ッ
ク
ホ
ー
型
は
、
草
払
い

の
他
、
土
砂
浚
渫
等
の
使
用

も
検
討
し
て
い
き
、
３
機
種

の
上
手
な
使
い
分
け
を
検
討

し
た
い
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
、
町
の
農
業
の

活
性
化
と
い
う
大
き
な
役
割

が
あ
る
が
、
今
後
、
地
域
商

社
の
中
へ
移
行
す
る
事
へ
の

考
え
は
。農

業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
中
で
は
、
企
業
的
感

覚
を
も
っ
て
経
営
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
事
業

者
に
対
し
て
迅
速
且
つ
的
確

に
対
応
す
る
た
め
に
、
ま
ず

は
地
域
商
社
を
立
ち
上
げ
、

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
も
一

緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
。
高
額
な
機
械
等
の
農

家
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら

も
、
労
務
の
負
担
を
担
っ
て

い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。令

和
２
年
度
の
農
業
委

員
会
の
活
動
の
点
検
評

価
の
中
で
、
遊
休
農
地
に
関
し

て
は
目
標
に
は
届
か
な
か
っ
た

と
あ
る
が
そ
の
現
状
と
、
非
農

地
判
断
の
現
状
は
。

毎
年
8
月
と
11
月
に
農

地
利
用
状
況
調
査
と
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
昨
年
は
思
っ

た
よ
う
な
効
果
が
上
が
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
度

は
、
23
筆
1.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

非
農
地
判
断
し
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
国
県
よ
り
、
特
に

そ
の
判
断
を
迅
速
か
つ
適
切

に
実
施
す
る
よ
う
に
と
の
指

導
が
来
て
い
る
。

町
内
の
公
共
施
設
や
学

校
に
は
、
台
風
や
病
気

の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
古
木

や
巨
木
が
た
く
さ
ん
存
在
す

る
が
、
そ
の
点
検
や
倒
木
等

の
対
策
は
。

財
政
課
所
管
の
施
設
で

は
、
樹
木
管
理
全
般
を

業
者
に
委
託
し
、
そ
の
他
の

施
設
や
町
有
地
等
に
あ
る
樹

木
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
ま

た
は
町
民
の
方
か
ら
の
情
報

等
で
、
現
場
を
確
認
し
対
応

し
て
い
る
。

学
校
や
社
会
体
育
施
設

の
樹
木
の
剪
定
等
は
業

者
に
委
託
し
て
い
る
。
先
日

の
町
指
定
天
然
記
念
物
の
旧

Ｊ
Ａ
上
支
所
内
の
「
む
く
の

木
」
の
倒
木
を
受
け
、
町
内

９
か
所
の
天
然
記
念
物
の
所

有
者
の
方
々
に
樹
木
の
確
認

を
し
て
頂
き
、
問
題
は
な
い

と
の
返
事
を
頂
い
て
い
る
。

個
人
所
有
の
樹
木
の
倒

木
や
、
道
路
に
は
み
出

た
樹
木
等
の
現
状
は
。

所
有
者
で
の
対
応
を
基

本
と
し
て
い
る
が
、
道

路
の
通
行
に
支
障
が
あ
り
危
険

な
場
合
に
は
、
町
が
即
対
応
す

る
事
も
あ
る
。
先
月
の
広
報
誌

で
、
倒
木
の
処
理
は
所
有
者
で

と
い
う
事
と
、
道
路
に
は
み
出

た
樹
木
の
伐
採
御
協
力
の
お
願

い
を
し
て
い
る
。

遊
休
農
地
の
現
状
は

問

問

財
政

課
長

問

問

バックホー型草払い機

町
長

建
設

課
長

永な
が
い井　

英え
い
じ治 

議
員

副町
長

農
業

委
員
会

事
務

局
長公

共
施
設
等
の
樹
木
の

管
理
は

問 教
育

課
長
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総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
報
告

○
７
月
29
日
（
木
）

【
委
員
会
付
託
案
件
調
査
】

①
要
望
書
（
田
頭
川
堤
防
舗
装
）
の
現

　
地
調
査
に
つ
い
て

（
建
設
課
・
農
林
振
興
課
）

現
在
の
管
理
（
草
払
い
等
）
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

除
草
に
つ
い
て
は
、
町
の
作
業
員

で
し
て
い
る
。

町
道
を
管
理
す
る
上
で
、
舗
装

率
は
。

１
０
０
％
で
は
な
か
っ
た
か
と
記

憶
し
て
い
る
が
、
次
回
の
委
員
会

ま
で
に
調
査
し
て
報
告
す
る
。

②
要
望
書
（
公
共
事
業
に
お
い
て
、
中

　

立
性
・
公
平
性
に
欠
け
る
案
件
）
に

　
つ
い
て

（
総
務
課
・
建
設
課
）

要
望
書
に
書
か
れ
て
い
る
様
な
行

政
指
導
等
は
あ
っ
て
い
る
の
か
。

町
に
も
同
様
に
要
望
書
が
上
が
っ

て
お
り
、
町
と
し
て
中
立
公
正
な

行
政
運
営
を
心
掛
け
て
い
る
と
伝

え
て
い
る
。

【
所
管
事
務
調
査
】

③
あ
さ
ぎ
り
町
工
場
等
設
置
奨
励
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

（
商
工
観
光
課
）

④
令
和
３
年
７
月
豪
雨
被
害
に
伴
う
設

　
計
委
託
業
務
に
つ
い
て(

林
道
被
害)

（
農
林
振
興
課
）

○
８
月
24
日
（
火
）

【
所
管
事
務
調
査
】

①
あ
さ
ぎ
り
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
会
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て
（
押
印
見
直
し
関
連
）

（
総
務
課
）

見
直
し
、
廃
止　
国
・
県
と
同
様

の
取
り
扱
い
で
、
押
印
の
見
直
し
、

廃
止
を
行
う
。

②
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

　
つ
い
て

（
総
務
課
）

庁
舎
改
修
で
の
財
源
を
基
金
繰
入

れ
だ
っ
た
の
を
、
今
回
合
併
特
例

債
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
か
ら

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

当
初
、
合
併
特
例
債
を
充
当
で
き

る
か
ど
う
か
の
判
断
が
で
き
な

か
っ
た
。

③
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

　
つ
い
て

（
企
画
政
策
課
）

デ
ジ
タ
ル
推
進
化
に
関
す
る
説
明

あ
り

・
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
光
基
盤
整
備
）

・
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
（
テ
レ
ワ
ー
ク

整
備
）

・
自
治
体
Ｄ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
庁
内
デ
ジ
タ
ル
化
）

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
球
磨
郡

内
の
町
村
一
同
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

人
吉
球
磨
が
一
体
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

理
想
的
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
、
近
日
中
に
電
子
自
治
体
関
係

担
当
者
会
議
が
あ
り
、
確
認
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

④
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

　
つ
い
て

（
財
政
課
）

基
金
の
目
的
は
財
政
法
で
決
め
ら

れ
て
お
り
、
明
確
さ
を
示
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

基
金
は
当
然
制
度
に
基
づ
い
て
い

て
積
み
立
て
る
事
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
時
に
合
わ
せ
て
示
し
て

い
き
た
い
。

⑤
令
和
４
年
申
告
相
談
会
場
の
見
直
し

　
に
つ
い
て

（
税
務
課
）

決
算
審
査
で
代
表
監
査
委
員
か
ら

も
１
ヶ
所
で
と
の
意
見
が
あ
り
、
課

内
で
も
検
討
し
岡
原
ふ
れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
い
。

昨
年
、
民
間
の
会
場
も
使
用
で
き

な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

検
討
さ
れ
た
か
。 

Ｊ
Ａ
の
会
場
だ
と
思
う
が
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
工
事
が
必
要
と
の
こ
と

で
で
き
な
か
っ
た
。

⑥
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

　
つ
い
て

（
税
務
課
）

町道（田頭川堤防）

問答問答問答

問答問

答問答問答
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会

○
７
月
26
日
（
月
）

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

（
町
民
課
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
務

を
８
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で

毎
月
第
４
日
曜
日
を
基
本
に
開
庁

し
対
応
す
る
た
め
の
時
間
外
手
当
を

37
万
２
千
円
補
正
す
る
も
の
。

（
生
活
福
祉
課
）

　
救
護
施
設
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用

職
員
任
用
に
伴
う
補
正
予
算
。
今
回
任

用
の
職
員
に
は
資
格
は
求
め
て
い
な
い
。

利
用
者
の
立
場
か
ら
も
介
護
の
技

術
を
少
し
で
も
持
っ
て
い
る
人
を

任
用
し
て
ほ
し
い
。

②
障
害
者
福
祉
年
金
に
つ
い
て

（
生
活
福
祉
課
）

　

平
成
30
年
度
障
害
者
手
帳
取
得
の

住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
よ
り
調

査
し
た
と
こ
ろ
令
和
元
年
度
・
令
和

２
年
度
新
規
取
得
者
へ
の
支
給
が

担
当
者
の
失
念
に
よ
り
、
未
支
給
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

町
と
し
て
は
該
当
さ
れ
て
い
る

方
々
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
通

知
を
出
し
て
、
早
急
に
支
給
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
後
の
早
急
な
対
応
と
再

発
防
止
を
。

③
須
恵
小
学
校
複
式
授
業
研
究
会
に

　
つ
い
て

（
教
育
課
）

　
６
月
23
日
須
恵
小
学
校
複
式
授
業
研

究
会
の
模
擬
複
式
授
業
の
参
観
を
実
施

し
て
い
た
の
で
改
め
て
教
育
課
と
意
見

交
換
を
行
な
っ
た
。
今
後
の
複
式
学
級

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
学
校
規
模
等

適
正
化
審
議
会
で
審
議
い
た
だ
き
、
そ

の
結
果
を
も
っ
て
教
育
委
員
会
に
諮
る

と
の
方
針
で
あ
る
。

申
告
関
係
デ
マ
ン
ド
交
通
費
の
み

予
算
計
上
。

⑦
あ
さ
ぎ
り
町
林
業
振
興
基
金
条
例
の

　
改
正
に
つ
い
て

(

農
林
振
興
課) 

基
金
の
額
と
し
て
積
み
立
て
る
額 

２
億
円（
人
吉
球
磨
林
業
セ
ン
タ
ー
分
）

⑧
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

　
つ
い
て

（
農
林
振
興
課
）

ア
ー
ム
型
草
刈
り
機
の
買
い
換
え

に
つ
い
て
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
が
、
ユ
ン
ボ
型
の
草
刈
り
機
の

稼
動
状
況
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

バ
ッ
ク
ホ
ー
（
ユ
ン
ボ
）
と
い

う
こ
と
で
、
機
動
力
に
欠
け
る

機
械
で
あ
り
使
用
頻
度
は
か
な

り
少
な
い
状
況
。

⑨
あ
さ
ぎ
り
町
工
場
等
設
置
奨
励
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

（
商
工
観
光
課
）

　
県
の
条
例
を
参
考
に
、
改
正
整
備
。

⑩
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

　
つ
い
て

（
商
工
観
光
課
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
飲
食
店
等
時
短
要
請
協
力
金
負

担
金
７
７
２
万
６
千
円
。

⑪
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

　
つ
い
て

（
建
設
課
）

皆
越
線
の
崩
落
事
故
に
つ
い
て
も

説
明
有
り
。

⑫
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
上
下
水
道
課
）

吉
井
浄
水
所
揚
水
試
験
委
託
料
。

⑬
岡
原
地
区
水
道
施
設
改
修
及
び
給
湯

　
機
器
等
災
害
補
助
事
業
の
執
行
状
況

　
に
つ
い
て

（
上
下
水
道
課
）

29
件
の
申
請
が
あ
っ
て
い
る
。

⑭
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

　
つ
い
て

（
農
業
委
員
会
）

農
家
台
帳
デ
ー
タ
抽
出
・
編
集
手

順
書
作
成
手
数
料
。

町道皆越線災害発生状況
（車両転落）

須恵小学校複式授業研究会

問答

意
見

意
見
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第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

方
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
減
免
申
請

に
伴
い
、
20
万
円
の
保
険
料
払
い
戻
し

に
係
る
還
付
金
の
増
額
を
見
込
む
。
な

お
、
当
初
予
算
で
通
年
分
20
万
円
は
計

上
済
み
で
あ
る
。

③
あ
さ
ぎ
り
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

（
健
康
推
進
課
）

　
セ
ン
タ
ー
は
主
に
妊
産
婦
及
び
乳
幼

児
の
実
情
を
把
握
し
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
に
関
す
る
各
種
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
に
応
じ
て
支
援
プ
ラ
ン
の
策
定
や

地
域
の
保
健
医
療
ま
た
は
福
祉
に
関
す

る
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
母
子

保
健
策
と
子
育
て
支
援
策
の
一
体
的
な

提
供
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
管
内
で

は
人
吉
市
、
湯
前
町
、
相
良
村
が
設
置

済
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ
さ
ぎ
り
町

も
本
年
10
月
に
開
設
予
定
で
あ
る
。

○
相
談
用
電
話
を
フ
リ
ー
ダ
イ

　
ヤ
ル
に
で
き
な
い
か
。

○
保
健
師
１
人
の
配
置
で
あ
る
が
、

　
充
分
対
応
で
き
る
の
か
。

○
既
存
の
体
制
と
の
比
較
等
に

　
も
質
問
が
あ
っ
た
が
。

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
参
観

　
に
つ
い
て

（
教
育
課
）

　
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
て
い
る
岡
原
小

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業

を
参
観
し
た
。

他
の
小
学
校
、
中
学
校
に
ど
の
様

に
活
用
を
広
げ
て
い
く
の
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
会
で
検
証
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

○
８
月
11
日
（
水
）

①
あ
さ
ぎ
り
町
公
民
分
館
モ
デ
ル
Ａ
・

　
モ
デ
ル
Ｂ
標
準
設
計
業
務
委
託
に
つ

　
い
て

（
教
育
課
）

　
７
月
26
日
の
委
員
会
に
「
地
区
活
動

拠
点
施
設
整
備
基
本
計
画
」
と
い
う
事

業
名
で
諮
ら
れ
た
事
で
当
初
予
算
で
説

明
を
受
け
た
名
称
と
内
容
が
異
な
る
な

ど
委
員
会
で
多
く
の
疑
問
が
噴
出
し
、

持
ち
帰
り
庁
内
で
再
度
検
討
さ
れ
改
め

て
委
員
会
に
説
明
す
る
よ
う
要
望
し
た

こ
と
に
よ
る
今
回
の
事
務
調
査
で
あ

る
。
執
行
部
の
不
手
際
に
よ
り
委
員
会

を
混
乱
さ
せ
た
点
に
つ
い
て
、
町
長
、

課
長
か
ら
謝
罪
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い

て
は
３
月
当
初
予
算
提
出
時
と
何
ら
変

わ
ら
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

今
後
他
の
案
件
も
含
ん
で
こ
の
よ

う
な
事
が
な
い
よ
う
に
庁
内
で
十

分
な
検
討
、
打
ち
合
わ
せ
の
上
委

員
会
に
諮
る
よ
う
に
。

○
８
月
30
日
（
月
）

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

（
高
齢
福
祉
課
）

　
人
吉
球
磨
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
運
営

業
務
委
託
料
の
増
額
で
、
１
７
万
４
千

円
補
正
。
令
和
３
年
度
は
消
費
税
の
課

税
事
業
所
と
な
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で

あ
る
。

②
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

（
高
齢
福
祉
課
）

課
題
を
整
理
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

④
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
５
号)

に
つ
い
て

（
教
育
課
）

　
上
小
学
校
の
屋
根
の
雨
漏
り
修
繕
の

設
計
委
託
料
３
０
０
万
円
が
補
正
計
上

さ
れ
る
。

校
舎
内
の
蓄
熱
、
ハ
ト
の
糞
害
対
策

に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
改
善
策
を
。

⑤
あ
さ
ぎ
り
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
配

　
送
車
輌
の
買
い
入
れ
に
つ
い
て

（
教
育
課
）

　
購
入
後
14
年
を
経
過
し
た
１
台
を
更

新
す
る
予
定
で
あ
る
。
買
入
価
格
は
下

取
り
車
の
価
格
を
相
殺
し
た
価
格
と

な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
を
明
記
し
、
財
産

の
正
確
な
取
得
状
況
が
わ
か
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

⑥
学
校
規
模
等
適
正
化
審
議
会
に
つ
い
て

（
教
育
課
）

　
今
年
10
月
か
11
月
に
中
間
答
申
の
予

定
で
あ
る
。

ＩＣＴ機器を活用した授業参観（岡原小）

問答

意
見

意
見

意
見

問

答
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託
さ
れ
た
。
報
告
で
は
令
和
２
年
度

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
に
つ
い
て
の
質
疑
後
、
報
告
を

終
え
た
。

○
８
月
27
日
（
金
）

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
第
１
号
の
３
件
を
可

決
、
決
定
し
た
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、

令
和
２
年
度
人
吉
球
磨
ふ
る

さ
と
市
町
村
圏
特
別
会
計
の

２
件
を
一
括
し
て
会
計
管
理

者
の
決
算
書
の
説
明
と
代
表

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

書
の
報
告
を
受
け
、
令
和
２

年
度
決
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
決
算
の
認
定
２
件
の

審
議
に
つ
い
て
委
員
会
に
付

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

一
部
事
務
組
合
報
告

○
９
月
３
日
（
金
）

　
令
和
３
年
度
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ

同
２
年
度
決
算
認
定
５
件
、
３
年
度
補
正
予

算
を
含
む
専
決
処
分
３
件
、
発
議
１
件
、
議

案
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
ま
た
、

企
業
団
の
『
経
営
支
援
等
に
関
す
る
特
別
委

員
会
』
に
つ
い
て
議
長
を
除
く
13
名
を
委
員

と
し
て
選
任
し
委
員
長
に
溝
口
峰
男
議
員

（
あ
さ
ぎ
り
町
）
副
委
員
長
に
豊
永
好
人
議

員
（
多
良
木
町
）
が
互
選
さ
れ
た
。
専
決
処

分
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

包
括
支
援
交
付
金
等
を
活
用
し
た
、
人
工
呼

吸
器
や
超
音
波
診
断
装
置
な
ど
備
品
購
入
費

用
で
あ
っ
た
。
令
和
２
年
度
決
算
は
、
病
院

事
業
と
介
護
老
人
福
祉
事
業
（
シ
ル
バ
ー
エ

イ
ト
）
で
計
２
億
３
千
５
０
７
万
円
の
純
利

益
、
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー
事
業
（
コ
ス
モ
）

で
３
千
６
万
６
千
円
の
純
損
失
で
あ
り
病
院

３
事
業
全
体
で
は
、
２
億
５
０
０
万
４
千
円

の
純
利
益
決
算
と
な
っ
た
。
検
診
事
業
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
検
診
日
程
の
変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
い
だ
事
が
損
失
の
原
因
で
あ
っ
た
。
あ
さ

ぎ
り
町
の
外
来
患
者
と
入
院
患
者
の
利
用
率

は
全
体
の
36
・
３
％
。
病
児
・
病
後
児
保
育

特
別
会
計
で
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
負
担
金
額

が
１
８
０
万
９
千
円
、
全
体
利
用
者
１
７
６

人
の
う
ち
60
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
補
助
金
総
額
は

４
億
３
千
２
０
０
万
４
千
円
。
な
お
、
４
階

病
棟
に
30
床
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
専
用
病
床
を

備
え
て
い
る
。
一
般
質
問
は
、
久
保
田
武
治

議
員
（
多
良
木
町
）
が
登
壇
し
た
。

コロナ補助金で購入された医療機器
人工呼吸器と空気混合装置（ネーザルハイフロー）

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人吉球磨クリーンプラザ



委  

員  

長  

　小
谷
　節
雄

副
委
員
長  

　岩
本
　恭
典

委
　
　員  

　溝
口
　峰
男

　
　
　
　  

　山
口
　和
幸

　
　
　
　  

　小
出
　高
明

　
　
　
　  

　難
波
　文
美

　あ
さ
ぎ
り
町
議
会
は
、
通
年
議

会
で
す
。
一
般
質
問
が
で
き
る
の

は
、
定
例
議
会
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・
12
月
）
で
す
が
、
ほ
か
に

常
任
委
員
会
（
総
務
建
設
経
済
、

厚
生
文
教
）
・
特
別
委
員
会
が
あ

り
、
町
提
案
の
政
策
の
議
論
は
、

主
に
こ
の
常
任
委
員
会
・
特
別
委

員
会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
全
員
協
議
会
（
町
長
他
全

議
員
出
席
）
で
最
終
調
整
さ
れ
本

会
議
に
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま

す
の
で
、
議
会
中
継
を
し
て
い
る

本
会
議
で
議
論
が
少
な
い
の
は
こ

の
た
め
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
各

委
員
会
の
会
議
（
原
則
公
開
）
が

大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
委

員
会
に
も
ぜ
ひ
町
民
の
皆
様
に
傍

聴
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（

岩
本
　恭
典
）

議
　長

　
　德
永
　正
道

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ

ぎ
り

町
議

会
だ

よ
り

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
ご

覧
頂

け
ま

す
。

発
行

／
あ

さ
ぎ

り
町

議
会
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★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。
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聞かせて

このコーナーは町民の皆さまから
議会に対する事や町への要望を寄
稿していただき、作成しています。
議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願い致します。

■表紙の写真について

今年は異常な残暑の秋でしたが……
それでも季節は進んでいます。
（パンパスグラスと秋の空）（深田地区）

町内の方々に寄稿していただきました

民 の 声町

　私の娘は須恵小学校の3学年に通っています。昨年、児童
数の減少により娘の学年が複式学級になると町教委より知ら
されてから、町負担による担任の先生の雇用確保に至るまで、
町長、議会及び関係機関のご尽力に感謝しています。
　しかし、町費負担での雇用は1年間限定であり、令和4年度
の学級編制について具体的なことは保護者に知らされていな
い状況です。
　また、立ち上げられた学校規模等適正化審議会において、
須恵小の令和4年度以降の学級編制は触れられていないと聞
いています。
　議会におかれては、町内の児童が平等な教育環境・機会を
得ることができるよう早急にご対応いただきたいと思います。

　「おはようございます。おはなし隊の白柿です。今日はこの
絵本を持ってきました。」「知ってる！」「見た事ある！」。
子ども達の元気な声が返ってきます。私は子どもの頃から音読
が大の苦手でした。そんな私がおはなし隊として活動できる
のは、一生懸命真剣に聞いてくれる子ども達の存在があるか
らです。それでも毎回緊張の10分間です。小学校の学習成果
発表会では先生、保護者を総動員して「かさこじぞう」の寸劇
をやったり町の図書館まつりではブラックパネルシアターで
「はらぺこあおむし」の朗読会を行いました。現在コロナ禍の
ためおはなし隊活動は休止中ですが、一日も早く子ども達と一
緒に楽しく本を読める日が来ることを願っています。

須恵地区（寺池）

金山　里香さん

深田地区（庄屋）

白柿　悦子さん

　

町内児童の教育環境・機会の整備について


